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側走 ポ地 ヲ 機四泉止部度之嘗

ヲ ν 其動経 奇z 関谷 、r 落ノ Z〆 b’ 
J 国 ド 嘗ノ 遁 JV ノ ノ L〆 ノ 傾 カ

,.,,, 
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ミ地ク茂在家 Y J、地ニ大十北位

石質問スヘ J、山英形里字ニ東

J}( ~、墾 V 此側南地強小ヲ埼
岩秩セ ）£ 所 J、東 b 卒有御

J、父ラ山 昌平及質締品ぷ荷置

持古 JV 側 散均商及ス於話鉾

倉生 J、 在三酉災 ァ附連

部屠 山 シ十 J、害 紳近脈

落＝ 頂 大五舟ノ 流 ヨ 中

ノ v 望書 津 度子状 }II 9 ノ

東ア , ト ノ 津況 ーー 藤山

方角 約 東傾ノ 注源開

ー－ 
＊＇玉. 白‘ 海斜支 タ ス ＆主

、
露英 米 ト ヲ 流 交 JV 僻

出大 突 曾ナ大 過誤在

ス部 ヲ ス ス 海 J、流ス
、
屠持 下 ノV 宅 及 此 J、 JV 

向 5酔 , 落中東 渓相ー
，、 占 タ 合腹諜 谷合小

八

北メ JV ヨ ノ 一．． .:. シ部

四砂 所 , 一臨 沿 7 落

十岩 ヨ 百部 ミ ヒ 舟 ーー、
度粘 9 四 J 之 プ 子 ジ



十得生方 ト ナ 位（....、）今雨郎今 3ヂ 西、、＿，
間 サ ぜ 山其 9 セ 住 同側（イ）回厚 － ・9
ノ JV 9 側上 ジ ノV 宅 ノ .＞、 及 I也 ヲF ミJ、 、
土 ー世 此 ヲ 方 ト 岩 一ー 地干i'! 同動 一 プ
砂至他横ニ云附 ジ災 々 藤 ノ 米傾
J、 ν 裂走十 フ 市 プ 一’ 高官最突掛、
渓 9 隙 ジ五猶太地 ヨ ク（ロ）毛 内北、 、
谷崩 J‘長皮 地郎勤 斜雨甚外東

一ー 壊諸 うF 内 動住 ノ プ 面 住 タ ナ ー－・
向 J、 所入外 ヲ 宅 最全ノ 宅 る〆 9 一一
フ 大 ーー 十 ノ ナ ノ ごE ク 傾附 カ 十

ラ i華生間斜 セ 庭甚居耕近 , 度
落品 ジ ーー 面 ノV 前 タ 住 J、 ヨ ジ ヲ

下臨 タ 蓮 ト 地 ノ ;/ ス上 9 庭 ／］＂＇、

セ メ jv v ノ 域裂 カ ノV 方渓 J、 ·~ 

!) JV カ 土境 ノ 際 , 能＝ 谷大 9 、
山 如壊界最 J，、 ジ .＞、 緩 ーー 1畢 之

側 ヨF ノ 一－・ 上喰部ナ ーー 向 一司 ヲ

一畳 宅 降沼部達分 戸J ジ ，、 臨 被

現今下グ ーー 1母 ノ 一ー プ Jν メ 覆，，、、
出 日 ーー 人生一西至下地 /V 

~ ーー ヨ 家 ジ 尺遁 9 方域 UJ JV 
、

高於 9 ヨ タ 開 一ー タ ーー・ ナ 恨『 土

テ プ 一 y JV 口 立 JV 急 9 ーー 場一 、
ニ之三約裂 セ プ .＞、 ナ 其 ヨJ J、

九 十 ヲ 尺三隙 /l' 9 !i玉. , 長 う？ 京占、 、
五捻 ノ 十 J、 幅其崎 謹岩 質

間 ス 段 間緩約背辰 ヲ 崎 ーー、
幅 Y l時 ノ 勃五後五 ナ 市 乏

一 ヲ ヲ 上面寸 ーー 詮 ス 太 る〆
一



ヨ 崩 J、 野

'} 壊耕菓

斜 ヲ 地 JII 
下来開 J、

J弐 セ ケ 野

Jll JV 東栗

山瀧西部

但Ij ノ 約落地

V 津四附形

字 J、百近地

形ー米品

ヲ小突於質

ナ渓ノ ア

ジ谷緩 J、

一一 一ー 斜該

度アヲ谷

ヨ全形ノ

9 長成西

四九 セ方

十百 ') ーー、
度米人偏

ノ 突家 ジ

傾ユ J、 プ

斜違此流

ヲ 司t 地下

ナ ス ーー v 

セ 其散其

9 雨在右

｜議側ス
l 」

岸

蒙ノ 地栗上 ν 比

フ 津災川野 9 他

ジノ I出山村 而ニ

メ 水 J、之 J、 ジ三

タ瞬、野 ν 多 第ア ク, 地栗ユ 野 一地所
ーー 川注郡 一災 a

ジ品クノ位上ノ土

ア沿ー西 野起砂

此フ支端 村
所ア流＝ Jν 崩

ユ迦ナ位置大，、壊

- JV ＇） ジ 字入セ

大 ::I 紳 野月 JV 

崩 ト 流 栗廿毛

壊約 Jll ノ 五ノ

ヲ ー且4・ .＞、 山 日 アr、
来百 其 崩午 JV

ジ米 中
宣困草言壁コ 繭 毛

其突 央 一皆
、
土其 部 時一

砂西 ヲ 頃小

J、方 西 ナ局

人 ヨ ヨ ， 部
畜 9 ') ト ノ

ー．． 射 東 云崩

大出 一’ フ落

損ス 流 ーー
害ノV JV 止

ヲ瀧 野 ・守

問。



渓

谷

川

西

＝

走

9

支

流

川

南

西

ユ

向

フ

、

前

者

谷

．．． 

底

緩

ナ

，、

急

斜

上

流

－

一

於

ア

分

岐

川
V

本

流

..=. 

ジ

ア

夜

走

セ

9
、

此

ノ

念

斜

谷

ノ

上

部

ム

一

於

ア

大

崩

J、

ν 

光
、
他
叩
向
者
山
下

壊

現

出

セ

Lノ

タ

JV 

ーム，、

フ

崩

壊

地

域

ノ

j＼~ 

m 
ρ

山

頂

ァ
、
前
記
念
斜
セ

ナ, 
近

ク

．

馬

蹄

形

ヲ

呈

セ

ル

緩

傾

斜

ヲ

ノV

所

る〆

ナ

セ

足

A寸
川

フ

ur

渓

谷

昌

臨

ミ

嘗

ア

此

地

ヲ

開

墾

ジ

畑

地

ト

L〆

ヰ
ノ
雑
草
繁
茂
ス

会

タ

放

棄

セ

本

地

域

山

白

星

紀

屠

ヨ

部

ノ

断

層

及

摺

曲

甚

タ

ナ

ジ

ν 

ヨ

ア

セ

9

成

9
、

野

栗

附

返

品

於

ay

古
生
居
申
一
見

y

カ

如

ク

局

事J

ス
、
株

二

瀧

ノ

津

A

整

然

ト

一一一一・圃・・・・・園田町

品

露

出

ス

/V 

ジ

カ

毛

ラ

ノ

砂

岩

ノ

厚

層

司

リ
ノ
成

v

－

プ

居

向

北

四

十

度

西

、

傾

斜

南

西}£ 

其

下

流

月
厚
＋
ノ
二
三
尺
ノ

砂

岩

及

粘

板

岩

ノ

累

泣
，，、

層

露

出

ス

、

而

シ

－7

同

渓

谷

』

横

谷

ヲ

ナ

セ

9
、

随

ア

流

水

崩

壊

作

用

ヲ

受

ク

JV 

:r 

災
害
ノ
時
日

ーー

五

十

度

ヲ

示

セ

y

地

域

附

9
、

上

流

ノ

崩

壊

セ

暮

氷

雨

六

十

度

西

ヨ

9

北

六

十

度

東

品

直

射

セ

JV 

・・
1

M
f

山

h
d

地

層

ヲ

直

角

ユ

深

ク

消

磨

ス

，，、

斥

其

南

側

ν 

ト

少

ナ

, 

＝

渓

谷

ノ

幅

比

較

的

狭

少

ナ

潟

メ

タ

四



ー
ノ 豆開タ ノ 嘗ノ 家河昔ニ ヲ 5日崩
水 '} 展 9 津時錯屋幅響十来、 ヲ壊

J、人セ 以ノ 流メ 七 ヲ ト 四 ~ 室”ロ豆 F島 、’ 

一 家ノV ア 渓出 ーー 戸有共 日 浸 v 入

時 ヲ 匝其谷セ深ヲ ス ーー ノ 水ノV 月

i底埋域流 ヲ Y タ破 JV 崩夜ノ 村サ
断浅 J、 出 出土埋壊野壊宇被民五

セ セ野ノ デ砂浅 ジ栗セ窺害ノ 日、
ヌ JV 栗如念 J、 i= 家 }JI JV .:. 所言午

ν 附川何ュ 現ラ 人 ヲ 土就 々 ヲ 前
プ 近二 ＝扇時 JV 岡越砂ヶ ーー 聞六

上＝沿強賦向 、 十エ J、 '} 起ク 時

流於 フ大 ヲ 客＝
、

ーア 非然 v ζ 頃
、

ーー う？ ア ナ ナ ホ至人河常 JV JV 入品

氾 J、長 '} シ’其 νJ、床ノ 一四 ヲ 月 起
濫深ヲF i1 7 営 ' 逃 ヨ 建笠以ニ ν ジ テニヵ展時 ト 走 '} カニア 十 '} 、 、
土七百 ヲ DA ノ 云 A 三 ヲ 十村一嘗
石米五容 ジ賦 y JV 米以五民 日 時

ョー
突十易野況 暇突ア 日 J、夜ノ

堆余米品 栗 ヲ ナ傍流午皐来惨

積 ヲ 突追川存 ク ノ 間前 ヅ ノ 露I]

v 有幅想ノ セ 其高 シ六ア 強 ヲ

ア A 最セ 流 '} 住所燕時其雨迫、
其錦康 ν 路 go 宅品 '} 頃防 J、 懐、 四

附メ 一 よ‘ ヲ一 チ ト ア約轟禦河 シ’、
近高 百該縛土 共 JV ニ 々 ー水 '7 

ノ 野米土セ 砂 ーー 封十タ従ノ 、

畑栗突砂シ J、 土岸間 Jν 事氾其

地川 ー， /. メ 清白 砂ノ ノ 大 ジ濫扶



ヲ
荒
鹿
－
－
蹄
セ

第

四

里
一
一
足
ラ
テ

ν
早

川

本

年

八

月

ノ

激

雨

川

頓

9

七
百
米
突
ノ
上
流
－
－
於
ク

w
F

西
方
ノ
山
側
－
－

地

形

地

質

及

災

害

ノ

状

況

崩

壊

セ

Y

地

域

川

其

山

側

急

斜

ヲ

ナ

ス

毛

山

頂

品

近

キ

所

於

ア

ρ

一
十
五
度
、

中

腹

A

一
エ
十
度
，
渓
谷
－
一
臨
メ

Y

所

川

三

十

五

度

ヲ

示

セ

9
、

十

五

度

傾

耕

セ

y

制

面

ト

山

頂

品

最

毛

近

ク

急

斜

セ

Y

部

分

ト

円

段

階

ヲ

ナ

セ

9
、
比
二
す
五
度

傾

斜

ノ

部

分

目

明

治

十

四

年

頃

開

墾

セ

－

y
ν
b
y
y
所

ナ

9

ト
云
ア

四

撞
捜
仲
谷
尚
北
西
ヨ

大

支

涜

ナ

q
’

盤
搾
谷
－
一
泊
ヒ
高
揚

a

p
約

宇

里

ノ

上

流

ユ

位

セ

Y

宇

臨

海

ト

締

ス

Y

部

落

ノ

北

端

於

ア

北

方

ヨ

9
涜

出

uv

瞳

津

谷

品

注

ク

－

小

渓

谷

ア

9
、
坂
本
川
ト
稽
ジ

一
－
水
量
ヲ
増
加
わ
V

ア

岡

部

一

大

崩

壊

ヲ

現

出

セ

9

落金

ヨ長

~ 

メ

タ

9

紳
川
村
大
字
臨
海
ノ
山
崩
レ
（
監
獄
脚
）

位

置

9
来
w
y

榊

川

村

大

宇

高

揚

ノ

西

端

品

於

ey

紳

洗

川

注

タ

一一



1家器最日 ア 最崩 百土 同商 曲 ヨ 地

財合毛午 フ 屯 壊米砂水西 !WC 1) 質

及附 多前 ズ康 セ ブ2企t， ノ ノ 一回 層成 J、

家近量八 サ キ JV ノ 首L i安傾 ヲ ') 秩
畜 ーー ノ 時五所地下勢透斜見叉父

ノ 在土＝ 日 ーー 域流甚 ヲ ス JY 所古、
流 JV 砂至午於 J、 ーー ダ 家崩坂 々 生

出入 ヲ ') 高可 プ 客運激 9 壊本 ーー 屠

セ 家流現六百 坊主 搬烈 J、 Jlj石 ＝＝－ I 
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ノ ヨト ー．． 形＝ 除ニ像共部カ左 .I 谷

漂ナ建 ヲ位 ＝尺 A ＝的、
ヲ 右移＝
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